
　

年
に
一
度
の
私
達
の
地
区
内
福
祉

活
動
の
総
括
と
今
年
1
年
の
活
動
方

針
を
決
定
す
る
総
会
が
、
早
川
市
社

協
会
長
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
の
出

席
の
下
に
凡
そ
90
名
の
地
区
内
の
有

志
役
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

石
川
会
長
の
挨
拶
後
、
恒
例
の
功

労
表
彰
は
本
年
は
該
当
者
が
お
ら
れ

ず
規
定
の
紹
介
に
留
ま
る
。

　

ご
来
賓
の
祝
辞
は
市
社
協
早
川
会

長
、
塩
田
県
議
、
栗
原
市
議
の
お
三

方
よ
り
頂
き
（
次
頁
に
記
載
）、
出

席
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
は
ご
紹
介
時

席
上
か
ら
ご
挨
拶
頂
い
た
。
表
彰
が

無
い
分
余
裕
時
間
が
と
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
自
己
紹
介
や
地
区
と
の
関
係
等
を

笑
い
の
あ
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
ご
挨
拶
頂
き
、
参
加
住
民
と
の
親

近
感
も
増
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

小
休
憩
後
議
事
に
入
り
、
報
告
事

項
の
承
認
後
、
役
員
補
選
、
本
年
度

の
活
動
・
予
算
を
審
議
。
そ
れ
ぞ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

•
活
動
を
下
表
の
4
つ
に
新
分
類
。

•
本
年
の
新
事
業
と
し
て
外
出
困
難

者
支
援
策
検
討
と
情
報
共
有
型
地
区

福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
が
加
わ
る
。

•
全
支
部
登
録
の
実
現
（
市
目
標
）。

•
支
え
あ
い
協
議
会
の
活
用
。

•
市
社
協
補
助
金
規
定
の
20
年
ぶ
り

の
大
改
訂
で
、
補
助
金
の
減
が
大
き

く
、
新
た
な
自
主
財
源
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。

石
川
会
長
挨
拶　

要
旨

　

地
区
社
協
は
、

明
る
く
住
み
良

い
地
域
造
り
の

為
に
住
民
が
自

主
的
に
活
動
を

展
開
し
、
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
目
的

に
向
け
て
の
活
動
を
更
に
推
進
す
る

所
存
で
す
の
で
、
本
年
も
ご
協
力
の

程
お
願
い
致
し
ま
す
。
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すなおな心（はい）
奉仕の心（私がします）

反省の心（すみません）
感謝の心（ありがとう）

謙虚な心（おかげさま）
山辺地区日常五心 

　

ま
た
、
10
月
の
山
辺
地
区
文
化
祭

の
芸
能
部
門
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

希
望
団
体
全
部
が
出
ら
れ
る
よ
う
に

主
催
社
教
振
に
働
き
か
け
て
ゆ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

地
区
支
え
あ
い
協
議
会
で
昨
年
実

施
し
た
「
見
守
り
」
の
テ
ー
マ
で
の

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
会
は
多
分

野
か
ら
多
年
代
の
方
々
が
多
数
参
加

し
、
実
に
多
く
の
課
題
と
建
設
的
意

見
提
案
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
お

互
い
、知
ら
な
さ
す
ぎ
る
」が
あ
っ
た
。

こ
の
対
応
と
し
て
、
知
っ
て
お
く
べ

き
福
祉
関
係
事
項
を
記
載
し
た
「
情

報
共
有
型
福
祉
マ
ッ
プ
」
を
作
ろ
う
、

と
い
う
提
案
に
沿
っ
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　

現
在
各
支
部
町
内
の
自
治
会
長
・

　

6
月
24
日
18
名
参
加
し
て
代
表
者

交
流
会
議
を
も
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
へ
の
加
入
確
認
と
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
後
の
活
動
ぶ
り
の
情
報
交

換
を
行
っ
た
。
各
団
体
・
グ
ル
ー
プ

と
し
て
の
練
習
は
活
発
に
や
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
訪
問
演
舞
の
度

合
い
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
よ
う

で
、
ま
だ
施
設
等
か
ら
の
依
頼
は
少

な
い
よ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
前
と
の
比

較
に
は
「
あ
の
頃
は
若
か
っ
た
か
ら

ね
」
と
い
う
言
葉
が
出
る
ほ
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
で
忍
従
し
た
年
数
の
長
さ
を

思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

各
団
体
の
紹
介
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
載
せ
た
外
部
P
R
用
名
募
集
に
つ

い
て
は
、
新
規
登
録
活
動
を
進
め
た

段
階
で
作
成
検
討
し
て
い
き
た
い
。

民
生
委
員
中
心
に
試
作
に
入
っ
て
い

ま
す
。
一
次
集
約
状
況
は
年
内
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

ス
ー
パ
ー
カ
ス
ミ
の

　
　

移
動
販
売
車
来
る

　
　
　

基
本
ス
ー
パ
ー
店
と
同
値
で

　

市
の
「
買
い
物
支
援
策
」
の
一
つ
。

山
辺
地
区
は
毎
週
水
・
山
辺
公
民
館

14

：40

、
市
営
住
宅15

：05

〜
、
西

新
井
自
治
会
館15

：30

〜
の
3
ヶ
所

と
、
毎
週
月
午
前
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
と

う
る
し
ば
ら
の
前
。

　

ジ
ャ
ー
、
ジ
ャ
ー
・
・
・
土
曜
の

午
後
、
友
達
と
遊
ぶ
約
束
を
し
て
普

段
通
ら
ぬ
路
地
を
通
る
と
、
響
い
て

く
る
工
業
用
ミ
シ
ン
の
音
。

当
時
縫
製
の
内
職
に
精
を
出
す
お

母
さ
ん
た
ち
が
沢
山
い
た
。
大
き
な

車
か
ら
裁
断
さ
れ
た
色
と
り
ど
り
の

生
地
が
運
ば
れ
、
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
都
会
に
送
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
和
裁
、
工
場
の
部
品
加
工
の

一
端
、
内
職
の
お
母
さ
ん
達
の
働
き
で

私
達
は
成
長
し
大
人
に
な
っ
た
。

　
「
た
だ
い
ま
」。
家
の
前
に
見
慣
れ

た
自
転
車
。「
お
茶
飲
み
」
に
来
た

婦
人
会
や
母
の
「
マ
マ
友
」
だ
。
テ

ー
ブ
ル
に
は
持
ち
寄
っ
た
煮
物
や
ご

自
慢
の
漬
物
が
並
ん
で
い
る
。
会
話

の
内
容
は
?
。
私
は
挨
拶
し
て
部
屋

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
母
さ
ん
達

の
息
抜
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

後
年
、
歯
科
の
待
合
室
で
「
婦
人

会
」
の
オ
バ
さ
ん
に
会
っ
た
。
相
変

わ
ら
ず
元
気
に
話
し
、
順
番
が
来
る

ま
で
喋
っ
て
い
た
。

最
近
姿
を
見
掛
け
な
く
な
っ
た
が
、

お
元
気
で
今
で
も
ど
こ
か
で
喋
り
続

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。八

幡
ま
る
子

マ
ッ
プ
づ
く
り

　
　
　
進
め
て
い
ま
す

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

収入内訳

支出内訳

令和７年度  予 算令和７年度  予 算

補助金
1,210,000
補助金

1,210,000

雑収入
210,000

寄付金
15,000

総額1,435,000円

総額1,527,000円

収入

支出

高齢者福祉
940,000
高齢者福祉
940,000

交流・
共生・
支えあい
30,000

啓蒙・普及・運営
507,000

児童福祉
50,000

●赤字予算である。
●補助金減が大。
●新たな自主財源確保策が求められる

令和7年度
総 会

良い制度はウィンウィンでないと
続かない。大いに利用しよう。

交
流
会
　
開
催

中川町自治会館北

堀二50号高架下交差点

　堀二緑化推進メンバー

中川町老人会の努力の開花、
最盛期のユリの花は素晴らしい

◆
高
齢
者
福
祉

・
独
居
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス

・
特
別
友
愛
訪
問
・
老
連
支
援

・
見
守
福
祉
協
力
員
制
度
浸
透

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
育
成
支
援

・
安
心
キ
ッ
ト
普
及

◆
児
童
福
祉

・
福
祉
教
育
支
援

・
子
育
て
サ
ロ
ン
運
営

◆
交
流
・
共
生
・
支
え
あ
い

・
講
演
会
開
催

・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

・
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

・
共
生
社
会
促
進

・
外
出
支
援
策
・
マ
ッ
プ
作
り

◆
啓
蒙
・
普
及
・
運
営

・
山
辺
文
化
祭
模
擬
店
事
業

・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

・
地
区
外
研
修

・
広
報
紙
発
行　

・
理
事
会

・
支
部
活
動
支
援

・
支
え
合
い
協
議
会
へ
の
参
画

今年度の主な事業（基本計画）

福
祉
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
年
に

福
祉
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
年
に
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お
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さ
ん
た
ち
」

堀二50号高架下交差点

住民の地域愛が育てる花壇

町内花壇紹介


